世界遺産と環境問題－地球温暖化が世界遺産をむしばんでいる






2013.05.02　　　環境科　石橋美紀
０．富士山　世界遺産登録へ＝最新のニュース
　１）世界遺産に登録されるには、国がユネスコへ登録推薦書を提出⇒諮問機関ＩＣＯＭＯＳ（国際記念物遺跡会議）が現地調査⇒ＩＣＯＭＯＳがユネスコに「登録」を勧告⇒世界遺産委員会（2013年6月16日カンボジアのプノンペンで開かれる）で決定
　　注：自然遺産の事前調査は、ＩＵＣＮ＝国際自然保護連合が実施
　２）世界遺産に登録されると、景観や環境の保全が義務づけられ、周辺の開発も制限される。
１．世界遺産と環境問題は大いなる関わりがある。世界遺産の始まりは「ヌビア遺跡救済キャンペーン」で環境問題が発端
２．「ヌビア遺跡救済キャンペーン」
　１）世界遺産が誕生するきっかけは、1960年エジプトを流れるナイル川の上流に建設されることになったアスワン・ハイ・ダムによりそこから上流の約500kmが全部水浸しになってしまう。そこにある2000以上もの遺跡、5000年もの歴史のあるアブ・シンベル神殿など、ヌビア地方にあるエジプト古王国時代の遺跡が水没することになり、遺跡を守るため、全世界に向けて、ヌビア遺跡救済キャンペーンがユネスコによって始まった。
２）1960年代の世界というのは経済活動も活発で、救えるだけ救おうということで、ユネスコがキャンペーンを打った。ユネスコ事務局長の声明「全世界が遺跡の存続を求める権利を持っている。それはソクラテスの思想、ベートーベンの交響曲などと同じ人類共通の遺産です」と救済を呼び掛けた。ジャクリーン夫人に訴えてケネデイ大統領から400万ドルを、フランス・ドゴール大統領も動かして資金を集めた。日本も毎年1万ドルずつ、4年間。計4万ドル。そして朝日新聞は主催したツタンカーメン展の収益100万ドルを寄付したので、日本では記録としては政府と朝日新聞とで104万ドル送った。
３）移設方法は喧々諤々、遺跡全体を水圧ジャッキで丸々持ち上げる案は、7000万ドル(250億円)と金かかりすぎ、結局巨大なアブ・シンベル神殿は、細かいブロック（1042個）に切断され、ダム湖を見下ろす高台に64Ｍ上に移設。電動カッターでは切れないので刃の薄い手動ののこぎりで切った。1964年4月から1968年9月まで4年かかった。総費用360万ドル(約13億円)。この成功がきっかけで歴史的な遺産を国際協力のもとで保護していく重要性が認識され、1972年のユネスコ総会で「世界遺産条約」が採択された。
３．環境問題で悩みを抱えている世界遺産
　　１）危機遺産
　　２）ガラパゴス諸島―エクアドル共和国
　　２）ヴエネチア―イタリア共和国
　　３）厳島神社
４．危機遺産
世界遺産条約では、遺産が守られない状況に陥ったり、陥る危険性がある場合、「危機遺産」として一層の保護を図るという仕組みが謳われており、保護が十全に行われず、遺産の価値が損なわれれば世界遺産から抹消される。
１）危機にさらされている世界遺産リスト
「世界遺産　年報　2013　24P　2012.12現在　38件の危機遺産登録
２）．別表危機にさらされている世界遺産リストのうち地球温暖化など環境変化が起因するもの
　２、３、６、７、９、10、11、12、13、15、17、18、20、21、22、23、24、26、28、29、30、31、34
３）登録抹消されたもの①「アラビアオリックス保護区」（オマーン）⇒資源開発
②「ドレスデン・エルベ渓谷」（ドイツ）⇒橋をかけて景観変わった
５．ガラパゴス諸島　1978年　世界自然遺産登録（世界遺産最初登録）
　　ガラパゴス諸島は、南東太平洋上にあるエクアドル領の諸島。 Islas Galápagos は「ゾウガメの島」という意味。約2万3千人が居住し、主要言語はスペイン語。1535年、スペイン人の司教

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%95%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%87%E3%83%BB%E3%83%99%E3%83%AB%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%AC&action=edit&redlink=1" \o "フレイ・トマス・デ・ベルランガ（存在しないページ）"フレイ・トマス・デ・ベラルンガが、インカ帝国が征服された地へ伝道師として向かう航海の途中、偶然に発見した。ガラパゴス諸島はいわゆる海洋島であり、大陸と陸続きになった歴史を持たない。そのような島では、在来の生物は飛来したか海を渡って漂着したものの子孫に限られる。また、多くの固有種が見られることが多い。チャールス・ダーウインが「種の起原」の着想を得た場所として有名。
ダーウインがこの島々を「進化の実験室」と呼んだのは、この島ならではの進化を遂げた固有種が豊富に生息していたためである。その代表例がイグアナだ。南米大陸から流れ着いたグリーンイグアナのうち、陸に食を求めたのがリクイグアナに、海に食を求めたのがウミイグアナに進化した。固有種はほかに、ガラパゴスコバネウ、ガラパゴスゾウガメ、ガラパゴスコメネズミ、ガラパゴスアカコウモリなどがいる。諸島に生息する植物900種、爬虫類22種、鳥類58種、昆虫約1000種のうち、種子植物の53％、爬虫類の91％が固有種なのはきわめて珍しい。ユニークな動植物の存在だけではない。今なお続く、活発な火山活動と地殻変動が、地球の歴史の主要な発展段階を表す顕著な例であること、三つの海流が入り組む海が、プランクトンに始まり大型海生哺乳類に至る食物連鎖を生み、豊富な海洋生物を育んでいること。さらにその海、島ともに、他に類を見ない原始的な景観を有していること。絶滅の危機に瀕している動物が棲息することなども貴重で、これら複数の理由をもって、ガラパゴス諸島は1978年世界遺産に登録されたのである。
また、このような経過から、特異な生物相を持つ島嶼のことを「○○のガラパゴス」と呼ぶことがある。日本では琉球列島や小笠原諸島がそう呼ばれるが、琉球列島はかつて大陸や日本列島と陸続きで、そこから侵入した生物相が元になっている点、海洋島へ漂着した生物を起源とするガラパゴスのそれとは性格が異なる。したがって、その意味では小笠原をこう呼ぶ方が理にかなっていると言える
その後ガラパゴス諸島は、スペイン船の金などの積載物を狙う海賊の隠れ家として利用され、海賊の中には地図を作ったり、島を命名した者もいた。海賊は食料のヤギを島に放した。大航海時代には捕鯨船によるゾウガメの捕食やヤギの繁殖が起こり、1832年にエクアドルが領有を宣言すると、次々と入植されていった。やがて航空路や横断道路が建設されると欧米を中心に観光客が訪れるようになり、環境破壊も深刻になった。今ではダーウィン研究所や国立公園管理事務所の設置して、観光客に対するナチュラリストガイド制度などの厳重な自然保護対策を講じている。観光客は、足を洗ってからでないと上陸させないほどの保護体制を取っているが、未だ存在する入植されたヤギや、近年のエルニーニョ現象など問題もある。最近の調査ではウミイグアナとガラパゴスリクイグアナの共存関係が崩れだし、ウミイグアナとガラパゴスリクイグアナの交尾によって生まれた子供は、両方のDNAを持つに至った。そのため、ガラパゴスリクイグアナには無い爪が生えたハイブリッドイグアナと称される新種のイグアナがみられる様になった。 また前記にあるエルニーニョ現象の影響で、体長が25%も短いイグアナが発見され問題視されている。1990年代以降の急速な観光地化、それにともなう人口の急増により、直接的な環境汚染や撹乱、外来生物の繁殖、横行する密漁など多くの問題が持ち上がっている。これらに対して有効な対策を講じられていないと判断され、2007年6月、危機遺産リストに登録された。しかし、その後のエクアドル当局の取り組みが評価され、2010年の第34回世界遺産委員会で危機遺産リストから除去された。
　　1835年チャールズ・ダーウイン(英)訪れた―進化論「種の起源」のヒント
６．ベネチアが危ない　水没の危機　　　1987年　世界文化遺産登録
イタリア、アドリア海の最深部、ベネチア湾にできた潟「ラグーナ（Laguna di Venezia または Laguna Veneta）」の上に築かれた、運河が縦横に走る水の都である。ベネチア本島は大きな魚のような形をしており、本島全体が小さな島々からできている。その真ん中を全長約3kmにおよぶ逆S字形の「カナル・グランデ（Canal Grande、大運河）」がベネチアの北西から南東へ、市街を2つに分けながら湾曲して流れる。鉄道路線と土手を走る車道が島々と本土を結び、ラグーナの外側の長い砂州や海岸の防波堤がこの町を海から守っている。150をこえる運河が177の島々を分け、運河には400におよぶ橋がかかる。また市街地と南端のジュデッカ島の間には幅約400mのジュデッカ運河がある。地上では、迷路のように狭くて曲がりくねった路地や通りに自動車は入れず、橋も歩行者専用である。ベネチアでは陸を走る交通手段は禁止されていて、走れるのは、子供用の自転車とベビーカーだけ。何世紀もの間市内の輸送をになったのは、ゴンドラ（gondola）と呼ばれる手漕ぎボートであった。今は水上バスやフェリーが市民や貨物を運んでいるが、ゴンドラも観光に利用されている。干潟に建物を建てるため、大量の丸太の杭を打ち込みそれを建物の土台とした。そのため、"ヴェネチアを逆さまにすると森ができる"（地中に丸太が乱立するがごとく大量に打ち込まれたため）、と言われている。現代のベネチアは、他地域への人口流出、都市部の浸水などの高潮問題、アドリア海とラグーンを隔てている砂州の浸食などの海岸浸食問題、そしてラグーン内の環境変化、建造物の老朽化など多くの問題に直面している。
１）アクア・アルタの脅威
都市部の浸水、高潮問題　110㎝以上の高潮位の発生回数が、1900年初頭には10年間で10回以下であったのが、近年は10年間で40回程度になっており、年々増加している。ベネチアはイタリアの北部に位置するが、そこに北アフリカからの季節風「シロッコ」が吹きつけられ、その風が行き止まるところがベネチアである。そのため、シロッコが吹くと、波がベネチアに押し寄せるわけで、その時に発生する高潮が"アクア・アルタ"と呼んでいる。大潮、気圧の変化、そしてアドリア海を南から吹く風「シロッコ（scirocco）」の3つの要因が重なると、「アクア・アルタ（acqua alta、高水の意）」と呼ばれる高潮がベネチア湾で起こる。このとき、ベネチアの街中まで水が入り込み、特に一番低い「サン・マルコ広場」は水没する高潮が予想されると、満潮時に備え早朝、歩行者のための仮設歩道を市の職員が設置している。満潮が8時だと浸水から6時間後の午後2時にやっと潮が引く。高潮の予報は「アクアアルタ監視予報センター」が潮位を知らせる音や警報を出して市民に知らせている。ベネチアを脅威にさらしているのは、地球温暖化だけではない。ベネチアの対岸にはマルゲーラという工業地帯があり、そこでは地下水の汲み上げが行われている。帯水槽が抜けてしまうために地盤をもろくし、地盤沈下の原因になっている。その影響に危機が叫ばれるようになってから、1970年に地下水の汲上げを禁止する特別法令が出されている。それからは工場も縮小されてきており、さらなる悪化は免れたが、その影響もあったためか、ベネチアの海の上にある建物は少しずつ地盤沈下してきている。建造物の沈下は、地下の帯水層の流出が原因とされるため、地下水使用の制限やアルプスからの水道の導入などで対処している。更に今後の地球温暖化によって海面上昇が加速されることとなれば、将来ベネチアの街全体がアドリア海に水没してしまうことが懸念されている。
２）モーゼ計画
ベネチアでは、この危機を救うために、「モーゼ計画」というものを進めている。これは、アドリア海とラグーンを結ぶリド、マラモッコ、キオジャヤの水路3か所に可動式のゲートを78基、延べ約1.5mとなる水門を設置しようという巨大プロジェクトである。仕組みは、ゲートでの到達予測水位が110cm以上を超えるとフラップゲートに急速に空気を注入し、ゲート内の海水が押し出すことで浮力でゲートを立ち上がらせようというものである。立ち上げには30分かかる。そして、高潮が収まると空気を抜いて、元の位置に戻る。これで最大2mの高さまで防ぐことができるようである。なぜ開閉制にしたのか？というと、普段の環境はなるべく変えないようにすることで、ベネチア近辺の生態系を守るためで、高潮の時だけ被害を防ごうということである。モーゼ計画は、2003年に建設を開始し、8年間で完成する予定だったが、工事が遅れ、2014年に完成する予定である。工事費用総額は5,700億円。「モーゼ」とはイタリア語で「電気機械実験モジュール」（イル・モドウロ・スペリメンターレ・エレットロ・メカニコ）の頭文字で、また旧約聖書の有名な予言者モーゼの名前でもあり、モーゼが海に追い詰められた時に天に祈り、海が割れて道が出来、海を渡ることが出来たという物語にもちなんでいる。工事も着手されているが、環境やベネチアに与える影響が懸念されるため、市長や多くのベネチア市民の反対もある。
ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ式可動堰の構造諸元
水路名　　　　水深　　水路幅　ゲート数　
リド(北側)　－12m　　420m　21機×20m
リド(南側)　　　　　 400m　20機×20m
マラモッコ　－15m　　400m　19機×20m
キオジャヤ　 －8m　　380m　18機×20m
付帯施設　小型船舶用避難所・小型大型船舶用閘門　防波堤など
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７．厳島神社　1996年文化遺産登録
　１）平安時代末期、武士による新たな社会体制を築いた権力者、平清盛ゆかりの建造物である。厳島神社は海の上に建てられた木造の大神殿である。こうした建築は世界でも極めて珍しく、その奇抜なアイデイアが生み出す美しさは見事なものである。海の上に立ち並ぶ建造物群に加え、背後の弥山原始林一帯も登録されており、自然環境と建造物群が一体となった独創的な神社建築としての価値が認められている。
　　　創建以来、厳島神社は台風や高潮による被害をたびたび受けており、その都度、もとの建築様式を維持する形で修理が行われている。近年では1991年、1999年、2004年に台風による被害を受けたが、修復工事により往古の威容が保たれている。
２）水害を避ける智恵
　　　　満潮時になると、さながら水の上に浮かんだ竜宮城のような美しい姿で、訪れる人々を魅了する厳島神社。創建は593年というから大化の改新よりも前の事になる。実に1400年以上と言う長い歴史を持つこの神社が現在のような海に張り出した長い回廊を持つ寝殿造りの瀟洒な建物になったのは、厳島神社を崇敬した清盛を始めとする平氏の厚い庇護の下、1168年に佐伯景弘により改修増築がなされて以来のこと。爾来、幾多の台風や雷などの自然災害で破壊されながらもその度に修復され現在も華麗な姿を見せる。その厳島神社の建物は実はわざと壊れやすく作られているというのをご存知だろうか。元来、日々海水に漬かる社殿の基礎部分は腐りやすく定期的な補修や取替えが必要だが、建物全体で見ても、海に面している事で台風や高波の影響を直接的に受けやすく、その分通常の陸地にある建物より損壊倒壊の危険性も高い。　建物の骨格を始めとした全体部をあまりに強固に作ってしまうと、波や風の強い力が加わった時に、建物全体が破壊される危険性が高まるのである。しかし、部分的にわざと壊れやすく作ることで、力が逃げやすくなり損壊も部分的ですむ、というわけだ。そのほか、社殿の床板と床板の間には隙間が空いており、これは満潮時に水位が上がって海水が床板を押し上げる際、その圧力を緩和させ、なおかつ床上まで浸水した海水を排水するという役目を持っている。「海」という建物にとっては非常に過酷な環境下で、少しでも建物が守られるようにと古来から現在に至るまで、智慧と技で様々な工夫が凝らされているのだ。
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	神社周辺の潮の干満差は約4mあるが、海に浮かぶ
神殿のイメージを大切にしているので、社殿の床の
高さは3.8mしかない。そのため、高潮による浸水
などを想定した床にはすきまがあり、増水した海水
を逃がすことにより、床が浮き上がらないようにし
てある。
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